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本稿は、若手世代への技術伝承を兼ねて、世界の炉物理界のレジェンドに炉物理の面白さを

語って頂こうという試みである。第 2 回は、日本通でもあるスウェーデンのチャルマース工

科大学の Imre Pázsit 教授である。 
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